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ウイ・レヤム;ク ーパーの絢r神 は田園を凱 人が町を造っ留 とい うのは,余 りに

も有名 で あ る が,し か し今 日,イ ギ リス の 自然 に ふれ て み る と,「人 が 田園 も,町 も造 った」と

い った 方 が,実 感 と して はぴ っ た りとす る。 す なわ ち こ の 国 で は,い た る とこ ろ の 自然 に,

人 間 の 文化 を見 出す こ とが で き るの で あ る。 た とえ ば あ の ドーバ ーの 岸 辺 に立 っ て打 ち 寄 ぜ

く　　

る波の音をきいていると,シ エイクスピアの,「聞こxる か,あ の海の音が」ひびいて くる。

この国の文化や伝統を考7i..,あるいはこの国の人間の思想の変遷をふ り返ってみるとき,決

してこの自然を離れては考えられない。

とくにこの国の近代化が,ル ネサンス時代にそのxが なされ,そ の近代化の過程におい

て,何 が重要な要因であったかを考xる と,個 人の自覚にしろ,科 学の発達にせよ,あ るい

は社会構造の変革にせよ,そ のいずれをも,自 然と密接につながっていることを見逃すわけ

にはいかない。

英国の自然は,そ の冬の暗鬱さと夏の美しさとは,ま ことにあざやかな対照を 示 して い

る。このことは,吉田健一氏の指摘されるように人生の歓喜を識るためには,その苦汁をも味
くの

わわねばな らぬ,と い う真実にも似ている。英国の夏は美しい。その自然の美しさは,長 い

冬の憂鬱のためにこそ,一 層際立 ったものになっている。冬の暗鬱さに耐えたものだけが,

それとは反対の明るい,夏 の喜びを知ることができるのである。

こうした相反する自然の様態は,対 照の極めて鮮かな明暗,善 悪,肯 定と否定といった,二

元的な価値観に結びつ くのである。 自然が人間のものとなったのは,近 世のルネサンス以後

のことであるけれども,し かし価値のこの ような二元性,と くに天国と地獄,神 と悪魔,肉

体 と精神といった反定立の意識は,実 は中世から受け継いだものであった。

だが中世においては,自 然はいわば人間にとって禁断の実にも等 しかったのである。 ご承

知のように中世の禁欲主義は,自 然に対 しても人間の目を閉じさせたのであ り,想 像力を自

然から奪ったのである。

ルネサ ンスは,人 間の発見であると同時に,自 然の発見の歴史でもあった。すなわち自然

の発見から人間の発見 しヒューマニズムの基礎をひらいたとい うことができるのである。「そ

れは過去から解放された人間性の偉大な記念碑の うちに顕現され,人 間と自然の美をはっき
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りと認 め る こ とを意 味 した 」 の で あ る。 中世 の 禁 欲 主 義 を 打 破 す る近 世 の 人 間 の発 見 は,ま

ず 人 生 の 享楽,い か に人 生 を エ ソ ジ ョイす るか,と い う命 題 で あ っ た と思 う。 即 ち これ は,

そ の ま ま 自然 を享 受す る思 想 に つ な が るの で あ る 。'

自然 を 人 問 化 した の は,古 代 ギ リシ ア人 で あ った 。 月 を シ ンシ ア に た と},あ る い は 黄 水

仙 に ナ ル シ スを 見 出 し,森 の なか に妖 精 たち を 発 見 し たの は,ギ リシ ア神 話 で あ っ た 。 この

よ うな思 想 は,阿 じ よ うに古 代 ロ ー マ に も受 け継 がれ た の で あ る が,こ うした 異教 主 義 は,

中世 で は無 残 に も,打 ち くだ かれ た の で あ る。 だ がル ネ サ ソス の新 しい 流 れ は,こ の 古 い イ

メー ジ に,新 しい 生 命 を 与 え た の で あ る。Naturism「(自 然 崇 拝)の 思 想 は,こ う した 古 代

文 明 を 媒 介 と して,近 世 に も た らされ た の で あ っ た。

ル ネ サ ンス の一 般 的 傾 向 と して の,田 園 生 活 に対 す る憧 れ は,ギ リシ ア ・ロ ー マ の 古 典 文

学 の影 響 も見 逃 す こ とは で き ない 。 そ れ はバ ー ジル の 『エ ク ロ ー グ』で あ り,オ ビ ッ ドの 『レ

メ デ ィオ ナ ム ・ア モ リス 』 で あ っ た。 ホ ラテ ィウス の エ ピ キ ュ リア ニズ ム も,時 代 の風 潮 と

して,大 い に 尊 ば れ た こ と も見 逃 す こ とは で きな い 。

シエ イ ク ス ピア が,自 然 の イ メ ージ を い か に 重 く見 た か は,キ ャ ロ ライ ン ・ス パ ー ジ ャ ン

<s)

女史の科学的,実 証的研究をみれば明らかである。シエイクスピアの自然は,む ろんそれは

イギリスの自然である。ギリシア ・ローマの古典文学の影響は,彼 の場合は,二 次的のもの
・謬

であったかも知れない。だが明らかなことは,シ エィクスピアは,自 然のあるがままを,も

っとも積極的に描象した天才であった。

Commingtokissherlyps.

MeseemedI _smeltagardinof.sweetflowers.

Thedainty.odoursfrom-themthrewaround,

Fordamzelsfittodecketheirloversbowers.

HerlypsdidsmellTyke:untogllyflowers:

Her.ruddy..cheeks,tykeunto_rosesred;

Her.snowybrowes,tykebuddedbellamoures;

Herlovelyeyes,Tykepinksbutnewlyspied:

Hergoodlybosome,Tykea.strawberrybed:

Herneck,Tyketoabounchofcullanbynes;

HerBrestItyke.lilyes,eretheyrleaves ,beshed,

Hernipples,tykeyoungblosomdjessemyners

Suchfragrant..flowers:doegivemostodoroussmelt,

Butbersweetodourdidthemallexcell.

(Amoretti,LXIV)

シエ イ クス ピアの 自然 観 は,や は り二 元 論 に も とつ い て い る 。 この ソネ ッ トの よ うな 自然
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イメージの美 しさは,い わばイギリスの夏のそれであり,そ れ自身が善である。これに対し

て悲劇のモチーフとなる嵐や暗闇のイメージは,冬 のそれであり,そ れ自身が悪である。そ

れ らは殺人や死や悪心や,あ るいは恐怖や悪魔や,ま た不安と凶兆やを象徴 したのである。

『ハムレッ ト』においては,暗 黒 と嵐 と亡霊が,主 人公を悲劇のなかにひきつ り込 む の だ

し,『 マクベス』の王位 と勇気は,つ ねに嵐によってゆすぶ られる。 『リア王』では,嵐 の

イメージは重要な主題であ り,リ アの悲劇は,嵐 とともに展開する。 自然は善 も悪も,あ ま

す ところなく写す鏡であ り,そ こに写る姿をあるがままに捉えて,描 き出したのである。

イギリスの自然をみると,男 性的な風光 と女性的なもの とが,き わめて調和的に共存 して

いる。懈 とかエルムなどの大木が,亭 々として大空に聳えて林立するそのかたわらに薔薇や

菫れ花が,こ ぼれるように咲き乱れている。この二つのものの対照は,決 して調和を破るこ

とはない。力強い精神的な逞 しさと繊細な感覚 とが,溶 け合っている。 シエイクスピア文学

の本質 も,こ のような自然の調和であると思 う。

ターナーはイギ リス絵画史のなかで,も っとも傑出した画家であると言われているが,彼

の大担な筆致 と,またその反面,実 に繊細な色彩の変化を見ると,彼 はもっともイギリスの自

然に順応 した作家ではなかったかと思 う。むろん彼の数多 くの佳作がなされたのは,イ タリ

アの風光に接 してか らであった。かれが変容つきることのない大自然,流 転する空と海,成
Cs)

育する樹木の様相を描いて,そ こに投影する 「すさまじい光の威刀」を発見するまでには,

彼の師のコーゼンスや,さ らにベニスやスイスの強烈な光に,ふ れなければならなかった。

イギリスの自然の美の創造者たちが,地 中海の文明や風光に接 して,そ の才能を発揮 した

のは,か ならず しもターナーのみではなかった。この地に遊んだバイロン,シ ェリーは云 う

に及ばず,キ イツあるいはコオル リッジにさえ 「地中海の海の蒼さ」は,深 い感銘を与えた

のであった し,エ リザ朝の詩人たち,あ るいはずっと溯って,ス ペンサーやチヨサーにも地

中海文明 と風光 とを見出すことができるのである。であるからこれ らの創造者たちが,な し

た ところの 自然の美の探求には,様 々の影響がぶつかり合っていることは,言 うま で もな

い。むろんこの国には,北 欧的な力強い血脈の他に,ケ ル ト民族の繊細な個性が,混 け合 っ

ていることも事実としていなめない。

イギリス人は相反する性格を内在する。冷酷さと親しみ,暗 さと明るさ,神 秘 性 と合 理

性,こ れ らの相対する二面性は,は じめに触れたように,こ の国の自然に根ざしているとい

っても,決 して過言にはなるまい。長い暗鬱な冬と,美 しい夏の日との対照は,相 反する二

つの性格を,か たちつ くるのに十分である。一は他によって,さ らに特徴づけられ,そ れの

かたちを為すのである。そのどちらか一方でも欠くことは,こ の国の自然 とは言えない。タ

ーナーの絵にある荒々しい海の波,そ こに投ずるやさしい日の光,あ るいは壮麗なる樹木 と

やさしい花々とのコントラス ト。 したがってこうした二面性が,彼 らの性格に作用を及ぼし

たものであれば,そ のどち らの特徴を欠いても,真 の人間性は得がたいのである。

中世からのス トイシズムの伝統は,イ ギリス人を強健にしてきた。それは人間的な欲望の
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否定とい う形を借 りてはいるが,同 時に人生の肯定的価値を享受するだけの能力を,十 分に

養い得るものであった。 『ベオウル フ』のあの古譚の,太 陽のない原野と,氷 の海 と,嵐 の

暗さと冷酷さは,ア ングロサクス ンの,原 始的な暗い血統を象徴するものであ り,中 世 と禁

欲主義と結びついて,イ ギリス人の性格を,決 定づけたのである。

だがエピキュリアニズムは近世からの所産物である。す くなくとも英国においては,ル ネ

サンス以降にもたらされた思想である。イギ リス人が真の夏の美しさに目を開いたのは,ル

ネサンスのエピキュリアニズムによるものであった。ルネサンスには,人 生を享楽するとい

う問題がおこったのである。 しかしこの人生の享楽は,冬 の長いス トイ ックな禁欲のあとで

は,あ たかもせきを切った欲望のように,は げしく強烈なものとなるのである。

イギリスの自然の明暗は,か ようにその対照が極端にかけ離れているのであるが,こ のこ

之は人間性についても言い得るのである。苦痛と同時に喜悦を味わ うことの出来る人間は,

余程力つよい人間性の持ち主でなければならぬ。

英 国 の近 代 化 は,い うな れ ば 自然 の 形 而 上 学 的 発 見 と,形 而 下 的 な 利 用 と と もに,進 展 し

て き た。 そ して この 両 者 は,あ た か も車 輪 の,主 軸 と輪 の よ うに,一 体 とな って そ の 働 きを

な し とげ て きた の で あ る。 シ エ ・rクス ピア のNaturismの 傾 向 は,あ き らか に 彼 の 時 代 の 流

れ を示 す もの で あ り,彼 は そ の 時 代 の 傾 向 を も っ とも如 実 に 表 現 した の で あ った 。 エ リザ 朝

か らジ ャ コ ピア ン朝 に 至 る,同 時 代 の ひ とび との 自然 観 は1大 凡 この よ うな もの で あ っ た。

Weepyon:nomore,sadfountains:‐

Whatneedyou .flowsofast?

Look .how.thesnowymountains

Heaven'ssundothgenteywaste!

ButmySun'sheavenlyeyes

Viewnotyourweeping,

Thatnowlies..sleeping

Softhy,now,softlylies,

Sleeping.

この美しい叙情詩のよみ人は解 らない。またさほど教養高い人士ではなさそ うである。た

だシエイクス ピアの同時代の隣人であったことは確かである。この時代以前には,と うてい

想像も難いような,自 然のイメージが描き出されるようになったのである。そして人間とし

ては,自 然のままの人問が,理 想視されたのである。これはまた何もイギリスだけの問題で

はな く,ル ネサンスの ヨーロッパの諸国では,ど こでも理想とされた像なのであった。自然

は善で も悪でもない,ま してや人間は不完全な存在である。その不完全さを,自 然のまま,

あるがままに捉えるのが,人 間の真実に迫ることである。
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ルネサンスから,ロ マン主義のリバイバルまでには約二百年の歳月が経過している。 この

間,風 俗や習慣のみでな く,産 業や社会制度 も,め まぐるしく変化 したのは言 うまでもない。

知識もまた進歩 したと言わねばならない。なかんず く科学の進歩は,形 而下のものばか りで

な く,形 而上学にも変化を及ぼ したのである。イギ リスの近代科学の創始者,フ ランシスベ

ーコンは神の存在は否定はしなかったが,自 然のなかに神の内在することを自然を人間のた

めに利用すべきだとい う,彼 の素晴 しい着想は,ロ ックをはじめ多 くの共鳴者を得たのであ

る。

英国に当時移入された樹木は,こ の国の田園自然に新しい美観をそえるものであったが,

これ とても実を言 うと,功 利的な目的によるものが多かった。今日 「樹木の王」とい う名で

親しまれる,あ の尊巌のある懈の木は,そ れは家具のためであ り,チ エ リーはその花を賞で

るのではなく,そ の実をとるために移入されたのであった。

イギリスの功利主義思想は,ロ ックやヒュームが出るに及んで完成した。十八世紀の啓蒙

主義の時代に,こ のような思想は完成 したのであるが,他 方ルネサンスとロマン主義の合間

に介在するこの 時代は,周 知の ごとく詩 よりはむしろ散文の時代であったし,自 然や田園生

活に対する評価,む しろ忘れ られようとしていた。だがこの時代を,先 の時代よりも後退し

たかのように考}る のは,当 を得ていないように思 う。 この時代の人間の理想は,一.の 文

化生活であって,そ の価値の評価を,古 典的の尺度に求めたのである。知識は言 うまでもな

く進歩していたのであ り,都 市文明は比較にならぬほど洗練されるようになっていた。

ローマ ン主義復興は,ル ネサンスの落し子であるが,自 然に結びつ くNaturismの 思想

は,ル ネサンス以上であったかもしれない。その一つの理由としては,む ろんJ・ ルソーに

よる,自 然思想の影響の大なることは否定できないが,そ れにもましてこの時代に対する危

機感が,一 層自然にむけたのではないかと思 う。す くなくとも彼らの自然への態度は意識的

であった。

ルネサンスの英国乙 十九世紀初期の英国とでは余程の差違がある。ロンドンを例にとっ

ても,チ ャリングクロスには,ま だ見 るべき家並もない。市街はロンドン塔の周辺に片寄っ

ている。 ところが十九世紀のロン ドンは,西 北に拡が り,工 場地帯や,新 しい住宅街がどん

どんと建設されている。

Toonewhohasbeenlongincitypent,

'Tisverysweettolooki
ntothefair

Andopenfaceofheaven,‐tobreatheaprayer

Fullinthesmileofthebluefirmament.

くの

この詩句には,す でに都市生活に疲れた近代人の,自 然に対する憧憬がみえる。おそらく

これ より二百年前の詩人には,こ うした詩は,予 兆できなかったに違いない。 この時代の知
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識 人 た ち の 危機 感 は,お そ ら く この 時代 前 で は,や は り考}xら れ ない こ とで あ った 。 す な わ

ち マ ス ・メ デ ィア と くに 印刷 図書 と,新 聞 の 発 達 に は 目覚 しい も のが あ っ た の で あ る。

くの

あるインテリゲンチャの家庭では,家 庭においても,毎 朝新聞を読んで,政 治記事に目を

通すほどに政治的意識 も進んでいたのである。したがって,大 陸からのナポレオンの侵入に

対する危機感とか,こ の国の政治や経済に対する不満はかな り深刻に拡大 していたようであ

る。父親は十八娘にさえ日々の新聞記事に気をつけるようにと教育 している。言 うまでもな

く一般的な知識の水準は,は るかに向上したのであった。

さて私はこの稿のおわ りに,ロ ーマン派と目されるひとたちの自然観にふれてみたい。ワ

ーズワスはい うまでもな く,こ の派め中で自然詩人 と呼ばれるのに,も っとも妥当なひとで

.ある。 おそらく自然のなかに,こ のひとほど形而上学を発見 した詩人は,こ のひ との前に

も,後 にも見 出せないのではないか。あるいはその自然の喜撹は,ブ ル ックが,「 この世界で
くの

かつて書かれたもののうちの,も っとも素晴 しい表現」であるとい う次の詩をみよう。

ノ

ItwasanAprilmorning:fresh&clear

The.Rivulet, .delightinginits.strength,

Ranwithayoungman'sspeed;andyetthevoice

Ofwaterswhichthewinterhadsupplied

Wassoftendownintoavernal .tone.

Thespirit. .ofenjoymentanddesire,

Andhopes`andwishes,fromalllivingthings

Wentcircling,.likeamultitudeofsounds.

thebudding-gravesseemed-eagertourgeon

Thestiepsof.June.

く　の

この章句は,か なり長いので割愛するが,ワ ーズワスの自然は,至 福に満ちあ ふ れ て い

る。・春 にはもの皆が悗楽にみち,夏 にはその喜院にひた り,秋 には実 りと収獲をよろこび,

冬は冬で来たるべき春の種子を秘める,と いった永遠の至福に満ちているのである。嵐や天

変地異でさv}/L)この詩人には単なる死や破壊 とはならず,生 命を新 しいかたちにするものと

映ず る。だがこのようにしてみると,ワ ーズワスの態度は,エ リザ朝の詩人のそれに比べる

と,や や観念的すぎるきらいがある。むろんワーズワスが,現 実の人間の真実に目をむける

ことを避けたが,た めでないことは自明である。 むしろ この詩人は その受ける印象とは逆

に,人 間くさいのである。それにはこの詩人のフランス革命に刺激されたころの,血 の気の

多かった青年期を想起すれば足 りるであろ う。

しかしワーズワスの自然思想は,自 然は根源的には善であるとい う信仰に根ざしているこ
く　つ

とは自明であるが,大 事なことは,ブ ラ ドレーの指摘するように,こ の詩人の楽観主義は,

決 して悪を無視することではなく,悪 の事実そのものに基礎をおいている点である。結論的
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に 言 え ば,ワ ー ズ ワス に と って,自 然 とは 人 間 に と って,神 の 顕 現 に 他 な らな い 。 だ が ワ ー

ズ ワ ス に は,全 体 と して み るな らば,自 然 に お け る葛 藤 を 描 くと きに は,何 か 迫 力 が 乏 しい

とい う感 を もま ぬ がれ な い 。 これ は 要 す るに,彼 自 身が あ の きわ め て 美 しい,英 国 の湖 畔 地

方 に生 まれ,も っ と も セ ンシ テ ィブな 時 代 をyそ の 美 しい 自然 の 至 福 に つ つ まれ た 日々 を,

過 ご した こ とに も,一 つ の 理 由が あ るの で は ない だ ろ うか。 彼 は 都 会 の 生 活 者 よ りは,む し

ろ生 来 「田 園 人 」 で あ っ た の で あ る。

この派 の 詩 人 たち の な か で,J・ キ イ ツ のNaturismは,あ るい は ル ネ サ ンス 以 上 の も

の で あ っ た か も しれ な い 。 は じめ キ イ ツは,エ リザ朝 の 詩 人 た ち,な か んず く シエ イ ク ス ピ

ア,ボ ーモ ソ ト,フ レ ッチ ャー,チ ャタ ー トソ,少 しさ か のぼ っ て は,E・ ス ペ ンサ ー な ど

の 影 響 か ら,「 自然 」 に 開 眼 し たの で あ った が,彼 が ギ リシ ア古 典 の 世 界 を 発 見 し て か らは,

彼 の 先 人 た ち よ りは,エ ピ キ ュ リア ン と して,一 層 そ の面 目を発 揮 して い る。 彼 は 同 時 代 の

ワ ー ズ ワス の よ うに,霊 的 存 在 を 認 め るの で はな い が,自 然 を も っ と人 間 的 の もの に した の

で あ る 。 だ か らワ ーズ ワ スを 自然 詩 人 と呼 ぶ よ うな意 味 では,キ イ ツ はそ の名 に価 しな い 。

'
か れ は ギ リ シア神 話 の 創 造 者 たち と同 じ よ うに,月 を 女 神 シ ンシ ア と し,樹 の 間 に妖 精 たち

の 姿 を 見,草 花 を 擬 人 化 す る。 ワ ーズ ワ スほ どの精 神 の崇 高 さ に は達 しな か っ た にせ よ,彼

の 想 像 力 と感 性 に よ っ て捉 え られ た 自然 のす が た は,や は りこの 時代 の,歴 史 的 な役 割 に か
く　　　

な うものであったにちがいない。マリーはこの点で,キ イツをシエイクスピアに次ぐ天才と

目したのであった。

産業革命が進行 し,イ ギリスの工業化は急速にひろがって,田 舎住いのジョン・ブルがい

つの間にか大実業家に早変 りし,日 に月に巨大な富を蓄えていった。しかし一方では,新 し

い社会のなかで立身出世をねが う功利主義的風潮や,物 質万能的な傾向が,個 人の人間 らし

い生活を圧迫 し,よ うや く内面的の危機は,萌 芽しはじめていたのであった。であるから,

この時代の,新 しいエネルギーを正しく指向するところの,新 しい理想をとらえる責務は,

この時代の詩人たちに課せ られていたのであ り,キ イッにせよ,シ エ リーにせよ,そ れの役

割は十分にはたした国民詩人であったとい うこともできようか。

イギ リスの自然にふれると,そ の樹木の枝ぶりや,そ の樹下の草花,あ るいは 淡 い 陽 ざ

し,湖 の岸辺,農 家の軒下にさえも,何 か神秘的なものを感 じるのである。英国の自然詩の

なかに見られる。神秘的な要素は,明 らかにその自然の影響を受けているとい う事実は否定

できないであろう。それは今 日においてもなお変 らない。

だが今世紀の思潮は,ま ず十九世紀 ゴーマン主義神秘思想の克服ないしは否定 の テ ー ゼ

が打ち出されたのであったが,ロ レンスの文学は,む しろイギリスの自然に根ざす点の,余

りにも大きい事実はいなめない。いなイマジズム詩をたてまえとしたジョイスでさえ,彼 の

詩の本質はローマ ン的,さ らにい うなればルネサンス的である。

ロレンスは自然に関しては原始主義である。それは自我の崩壊をむかえた,今 世紀の人間

が,人 間性の回復をのぞむ,ル ネサンス以来の ヒューマニズムに,立 ちか}ろ うとする志向
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性 に他 な らな い 。 だが ロ レ ンス が,ワ ーズ ワス の ご と く,自 然 の な か に霊 的 な 存 在 を 確 認 し

た りは しな い。 それ は も っ と人 間 的 で あ り現 実 的 で あ る。 この こと は ロ レ ンス の 詩 を み る と

一 層 明 白に な って くる
。 彼 の 詩 の イメ ー ジに は,「 太 陽 」 や 厂月」や 厂雲 」 や 厂草 木 花 」 な ど

で抽 象 され る もの が多 い の だ が,「 暗 さ」 の イ メ ー ジが,支 配 して い る こ とを 見 逃 せ な い
。

つ ま り 「光 」と 「影 」は,対 照 的 に ロ レ ンス の詩 の イ メ ー ジ とな って 全体 に ひ ろが
っ て くる。

ま た 自然 と人 間 とは,一 層 対 照 的 に描 かれ る。 「光 」 は 自然 で あ り,厂 暗 さ」 は 人 間 に 他 な ら

な い 。 だが 人 間 は,自 然 と交 わ り 「光 」 を 得 る こ とが で き る。 こ こに この 詩 人 の エ ク リ・イブ

リア ム が あ った の で あ る。 彼 は ワ ーズ ワス の な し得 な か っ た道 芝 つ ま り性 を 赤 裸 に す る こ と

に よ っ て,自 然 の 至 福 に た ど りつ い た の で あ る。

イギリスの精神が,哲 学的思想よりはむしろ詩作品のなかに多 くのべ られているとい う確

信は,多 くの批評家,学 者の指摘する点である。またイギリス文化の特性をみるとき,だ れ

しも,そ の近代の社会制度,政 治と経済と近代工業に,イ ギリスが天才を示 したことに異論

はないカ1,こ のように実際的な国民がまた他方において偉大な想像力をもって,秀 れた詩作

融 生み出し,し かもかれ らは 厂自然をこ関する」諸学に鰍 順 轟 してきたことも確 かな

のである.あ るものは,自 然の功利的な利用,科 学的な克服を考}た が,し か し他方におい

ては,自 然によって,人 間性に目覚め,そ れがこの国の文化の母体になってきたといっても

過言ではない。
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